
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が校長として直方第三中学校に着任してから早 2 年目となりました。新年度となり、

どの学年も目標をもって努力してくれています。昨年度から何度も申し上げてきたように、

学校全体も大変落ち着いており、「安心・安全な学校」が実現できつつあると感じています。 

これは、もちろん校長の力ではなく、生徒の皆さんと本校職員の日々の努力、また保護者

の皆様のご理解とご協力のおかげであると感じています。 

さて、今年度の学校経営方針について簡単にご説明いたします。4月 1日、年度初めに、

職員会議で全職員とともに今年度の方針を確認しました。学校教育目標は昨年と変わらず、

「かしこく やさしく たくましく生きる生徒の育成」です。 

その目標を達成するための重点目標として以下のよう決め、学校全体で取り組んでいくこ

とにしました。 

（１）確かな学力の育成 （２）心を育む道徳教育の推進  

（３）未来に生きるキャリア教育の推進 

 

（１）「確かな学力の育成」では、単なる暗記ではない「生きて働く学力」の育成を目指し

ます。特に近年は一人1台タブレットの推進で、ＩＣＴ活用に力を入れていきます。 

（２）「道徳教育」を大切にする理由は、生徒全員に、他者への思いやりや社会の公衆道徳

なども身に付けた大人になってほしいからです。 

（３）これは、今年度新たに加わった重点目標で、生徒に中学校３年間で将来の具体的な

進路を定め、自分が将来どのように社会に関わっていくのか真剣に考えてほしいから

です。そのことが、ひいては、生徒の学ぶ意欲や意義の実感につながると考えます。 

 

 

◇５月７日（火） 

第７８回体育会に向けて、本格的に体育会練習が始まりました。練習

に先立って行われたブロック結団式では、赤、青、黄、各ブロックのブ

ロック長をはじめとするリーダーたちが、最後の体育会にかける熱い思

いを語りました。そこで、各ブロック長に、それぞれのスローガンとス

ローガンに込めた意気込みを書いてもらいました。 

 

赤ブロックスローガン 『 チーム友達～太陽のように熱く炎のように燃えろ～ 』 

青ブロックスローガン 『 万里一空 ～ Take a chance ～ 』 

『 光耀奪目 ～ over the top ～ 』 

◇保護者の皆様へ 

先日の PTA総会（４月２６日）、PTA合同委員会（５月７日）には、多数ご出席いただ

き、誠にありがとうございました。５月18日の体育会も、ぜひご観覧ください。 

直方第三中学校 学校だより 

文責 校長 坂田幸則 

 

令和６年５月１４日 第１４号 

赤ブロック長 

このスローガンに決めた理由は、友達全員で助け合って協力しながらいいチーム

いいブロックをつくりあげていこうと思ったからです。また、この言葉にすること

で、一体感をもつことができるのでよりみんなの団結力が高まると思ったからです。 

青ブロック長 

このスローガンは、ひとつの目標に向かって努力し続け、チャンスを自分たちで

つかみ取ろうという意味です。このスローガンのように、一人一人が青ブロックと

しての自覚をもち、みんなで協力してブロック優勝できるように頑張っていきまし

ょう。 

 

黄ブロック長 

スローガンの意味は、光の輝きに目を奪われて感動するということです。皆が主

役となって一人一人が輝きを放ち応援に来てくださった地域の方々や他のブロック

の選手の目まで奪うくらい団結できるブロックにしたいです。 


